
かわら版 
     

   ―東地中海地域ニュース― 
イスラエル・パレスチナ：アナポリス中東和平国際会議に反対するデモの発生  

（11月27日付イスラエル報道） 

 

11 月 27 日、アナポリス中東和平国際会議の開催に反対するデモがラマッラを始めとした西

岸の複数の都市においても発生。 

 

1． へブロン 

（1）11月 27日、イスラム解放党（Hizbe Al Tahrir）の組織するデモ隊と治安部隊の衝突

がヘブロン市内のアイン・サラ地区（注：60号線と市内を結ぶ主要道路の途中に位置）

とバーブ・ザーウィヤ地区（注：市内中心と旧市街の間の位置）において発生。パレ

スチナ人1名が治安部隊の発砲により死亡し、19名が負傷。 

 

  (2) 翌 28日、へブロン市内では、治安部隊の行動に抗議するストライキが発生。 

 

2． ベツレヘム 

市内でデモが行われ、治安部隊と衝突。15名が負傷し、70名が逮捕された。 

 

3． ラマッラ 

イスラム解放党関係者が市内のマナーラ広場（注：ラマッラの中心街）でデモを実施。

治安部隊とデモ隊の衝突がマナーラ広場とジャマール・アブドルナーセル・モスク（注：

マナーラ広場近くで、同党ラマッラ事務所から約 350m の距離にある）付近で発生。7名

が負傷し、約150名が逮捕された。 

 

4． ナブルス 

市内でデモが発生。治安部隊との衝突があったが、怪我人はなく、数名が逮捕されたと

言われている。 

 

5． 市内でイスラム解放党関係者によるデモ隊と治安部隊の衝突が発生し、15 名が負傷し、

12名が逮捕された模様。 
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